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サテライト会場（案）

式典会場
（南相馬市）

・信夫山公園
・あづま総合運動公園
・四季の里・水林自然林

いわき市の海岸防災林

会津レクリエーション公園

押切川公園

ふくしま県民の森
（植樹箇所約1haあり）

霊山こどもの村

会津若松IC

福島西IC

いわき中央IC

二本松IC

福島市
人口28万人

白河市
人口6万人

会津若松市
人口12万人

郡山市
人口32万人

南相馬IC

白河IC

相馬IC

須賀川市
人口8万人

二本松市
人口6万人

伊達市
人口6万人

南相馬市
人口6万人

凡 例
人口の多い市町村

サテライト会場検討対象

サテライト会場候補地

式典会場

IC

高速道路等

いわき市
人口33万人

ふくしま県民の森
① 県内の式典会場周辺以外からのアクセスが良いこと。

② 1,000人程度が植樹活動できる植樹場所が確保できること。

③ コスト及び人員が大きくかからないこと並びに全国植樹祭
としてのまとまりを感じることができることを踏まえ１か所
とすること。

○ 県内各地域からアクセスしやすい。
○ 1000人程度が植栽できる1haの場所がある。
○ 県民の森林とのふれあいの拠点施設であり植樹活動
をするのにふさわしい。

○ 県有施設のため準備を円滑に進められる。

条件

選定理由

候補地
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PR会場（案）

① 駅周辺などの県内外の方が立ち寄りやすい場所で、
ＰＲ効果が高いこと。

② コスト及び人員が大きくかからないこと。

③ 市町村などの協力が得られること。

福島市、郡山市、白河市、会津若松市

県民の利用が多く、来福者の玄関口となる県内の主要駅が
ある。

式典会場
（南相馬市）

サテライト会場
（ふくしま県民の森）

PR会場
（会津若松市）

PR会場
（福島市）

PR会場
（郡山市）

PR会場
（白河市）

条件 候補地

選定理由

※ 今後、市町村などから要望があれば追加も検討。

凡 例

PR会場

県内の主要な駅

サテライト会場

式典会場

新幹線

在来線



関連事業の会場（全国林業後継者大会）（案）

3

○ 具体的な会場の選定については、平成28年の全国後継者大会の開催決定後に主催団体（全国林業研究グループ連絡協議会、
福島県林業研究グループ連絡協議会、福島県）が決定する。

凡 例
関連事業の会場
調整エリア

サテライト会場

PR会場

式典会場

IC

高速道路等

新幹線

在来線

① 全国林業後継者大会は、全国植樹祭の前日に開催されるのが恒例となっているため、全国植樹祭式典に参加
できるよう、式典会場へのアクセスが容易であり、周辺に宿泊場所が確保できること。

② 林業・木材産業が盛んな地域であること。

想定される条件

いわき方部での開催に向け主催団体に調整を行っていく。

式典会場
（南相馬市）

サテライト会場
（ふくしま県民の森）

会津若松IC

福島西IC

いわき中央IC

二本松IC
南相馬IC

白河IC

相馬IC

関連事業の会場調整エリア
（いわき方部）

PR会場
（会津若松市）

PR会場
（福島市）

PR会場
（郡山市）

PR会場
（白河市）



関連事業の会場（その他）（案）
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○ うつくしま育樹祭
うつくしま育樹祭実行委員会主催で、毎年県内で行われている。

○ 緑の少年団関連行事
福島県緑の少年団育成協議会、福島県森林・林業・緑化協会主催で行われている。

など

関連事業（その他）候補

○ 子ども関連の施設など関連事業（その他）にふさわしい会場を検討する。

○ 具体的な内容、会場は今後全国植樹祭福島県実行委員会で検討する。


